
Linuxで日本語入力できない場合の対処方法 
 

1 Linuxにリモートデスクトップ接続します。 

 

2 リモートデスクトップ接続後、右上の「電源」マーク －「設定」の順にクリックします。 

 
 

3 左の「Keyboard」を選択後、入力ソースの箇所の「＋」マークをクリックします。 
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4 「日本語」をクリックします。 

 
 

5 「日本語（Mozc：あ）」－ 右上の「追加（A）」の順にクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6 追加された「日本語（Mozc：あ）」の右にある「…」－ 「Move UP」の順にクリックします。 

 
 

7 「日本語（Mozc：あ）」が一番上に表示されていることを確認します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 「Keyboard」の画面を下にスクロールし、「キーボードショートカット」をクリックします。 

 
 

9 「タイピング」をクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 「次の入力ソースを切り替える」をクリックします。 

 
 

11 キーボードの左上にある「半角/全角」キーを押し、その後「設定」ボタンをクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 「次の入力ソースを切り替える」の表示が「Zenkaku_Hankaku」になったことを確認します。 

  開いている2つの画面を、右上の「×」をクリックして、閉じます。 

 
 

13 右上の「電源」マーク －「電源オフ/ログアウト」の順にクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



14 「ログアウト」をクリックし、Linuxからログアウトします。 

 
 

15 再度 Linuxへリモートデスクトップ接続し、日本語入力できるか、確認します。 

  入力モードの切り替えは、キーボード左上の「半角/全角」キーを押して切り替えてください。 

   

  入力モードを「日本語（Mozc：あ）」に切り替えても日本語入力ができない時は、手順13・14 

（ログアウト/ログイン）を、何度か実施してください。 
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